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※発言をそのまま書き起こしたデータを基に、個人情報に関する部分を削除し、文意が通

るように修正を行っています。 

 

【グループワーク 1 専門家から市民へ】 

テーマ：壁を越えるために何をどう伝えるべきなのか？ 

    市民がわかりやすい原子力情報とは？ 

 

（木村） 次に、今日をどのように進めるかについて、説明したいと思います。 

 前半は、「専門家の方から市民の方へメッセージ」ということになります。 

 先週の中頃に、皆様にメールをお送りしました。その中で、専門家の方には、「分かりや

すい原子力情報の案」ということで、「原子力についてこんなことを伝えたい！」、もっと

も伝えたい情報を、分かりやすく工夫して書いてみてください、というお願いをしており

ます。そして、第 3 回フォーラムの進行上、なるべく宿題プリントに要点をまとめて書い

ていただき、それを 3 分程度で話せるようにしてください。その他いただいた資料は参考

資料として、一緒にコピー、配布します、というふうに、メールで追加のお願いをしてい

ます。 

 これを踏まえ、前半の専門家から市民にメッセージを送るという部分を進めていきたい

と思います。詳しくは、青い紙をご覧ください。 

 

 前半の 60 分は、「専門家から市民へ」ということで、全体への発表と、グループワーク 1

を行います。 

 まず、専門家の方には、1 人ずつここに来ていただいて、皆様に話していただきます。今

日のくじ引きには、発表の順番が書いてあると思います。名札を裏返していただくと、発

表順番が 1 番から 8 番まで書かれていると思いますが、その順番でここに出てきていただ

いて、話していただくということになります。 

 まず、1 番目の専門家が自分の作ってきた情報を全体に発表します。こちらが今日お配り

している第 3 回フォーラム資料ですけれども、まず名前を言っていただいて、自分の資料

のページを言っていただく。それから、それぞれの作ってきた資料を説明していただくと

いうことになります。持ち時間は、短くて恐縮ですが、3 分とさせていただきます。フォー

ラムの進行上、3 分以上になってしまうと、後ろが苦しくなってしまいますので、申し訳な

いですが、厳守させていただきたいと思います。30 秒前に「30 秒前」という札が出てきま

す。そして、キッチンタイマーが 3 分でピピピと鳴りますので、それが鳴ったら、一言ぐ

らいで終わりにしていただくということをお願いしたいと思います。 

 その後、聞いていた方は、各自意見、感想を附箋に書いてください。手元に付箋がある

と思います。そちらに書くようにしてください。1 枚につき、1 つの意見、感想です。書い

た付箋は、周りのサブファシリテーターに渡してください。そしてサブファシリテーター
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が該当するグループに渡していくということになります。 

 そして次の専門家に移るということで、3 分でお話しいただいて、1 分で感想をいただい

て、1 人あたり 4～5 分で次の方に順番が移る、ということを繰り返します。そうすると、

だいたい 40 分くらいかかるだろうという見積もりになります。 

 

 これが終わった後、グループワーク 1 になります。今度は A 班、B 班、C 班に分かれて

話し合います。 

 今は見えませんが、ホワイトボードの裏側に、グループワーク 1 のための模造紙がすで

に用意されています。サブファシリテーターが発表に対しての意見、感想を収集して、パ

パッと整理して、皆様に示しますので、それを見て、まずは 1 人目の専門家が、自分の意

見に寄せられた代表的な意見を皆に紹介します。その後、皆で自由に意見や感想を言って

いきます。 

 グループワーク 1 は 20 分を予定していますので、各グループの専門家の数で 20 分を割

っていただいて、1 人あたりの時間を決めて、お一人ずつ、どういう感想が来たのか、そし

て、どんな意見があるのかということを確認しながら、皆でいろいろと話し合っていただ

きたいと思います。 

 前半の話し合いは、全体共有をしませんが、その結果（模造紙）をこちらに持ってきて、

皆さんに見えるように貼らせていただきたいと思います。 

 以上が前半の進め方ですけれども、よろしいでしょうか。 


